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1.  平成22年6月期第2四半期の連結業績（平成21年7月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年6月期第2四半期 3,120 △57.3 △0 ― △58 ― △50 ―
21年6月期第2四半期 7,309 ― 12 ― △210 ― △403 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年6月期第2四半期 △1,992.56 ―
21年6月期第2四半期 △15,798.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年6月期第2四半期 8,028 1,651 20.5 64,489.34
21年6月期 8,963 1,712 19.1 67,118.62

（参考） 自己資本   22年6月期第2四半期  1,645百万円 21年6月期  1,712百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年6月期 ― 0.00 ― 600.00 600.00
22年6月期 ― 0.00
22年6月期 

（予想）
― 1,500.00 1,500.00

3.  平成22年6月期の連結業績予想（平成21年7月1日～平成22年6月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,622 △56.8 437 △40.3 249 △39.3 141 39.3 5,531.76



4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成21年８月７日に公表いたしました連結業績予想のうち、通期について本資料において修正しております。 
２．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいてお 
  り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等に 
  ついて、及び上記１に係る業績予想の具体的修正内容は、４ページ【定性的情報・財務情報等】３．連結業績予想に関する定性的情報をご覧ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年6月期第2四半期 25,520株 21年6月期  25,520株
② 期末自己株式数 22年6月期第2四半期  ―株 21年6月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年6月期第2四半期 25,520株 21年6月期第2四半期 25,520株



当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済対策による個人消費の動きやアジア向けを中心とした

輸出・生産の回復の兆しはあるものの、デフレや円高の進行、雇用環境の悪化等、依然先行き不透明の状況であり

ます。 

当社グループの属する不動産業界におきましては、販売価格調整や減税政策等により回復の兆しが見られまし

たが、新設住宅着工戸数の減少や金融機関の融資厳格化により、厳しい状況であります。 

 このような状況の下、当社グループにおきましては、当連結会計年度の事業計画として、前期より継続するリセ

ール事業（買取再販事業）、前期後半より再開した新築マンション開発事業、今期より本格的に事業の取組みを開

始した戸建事業を行う予定でありました。 

しかし、リセール事業については、資金回転効率がよく、金融機関からの融資が得られやすいため、競合他社

の新規参入が相次ぎ、物件仕入時における他社との競争の激化を招き、仕入価格が高騰しているため、当社グルー

プとしては、今期5,082百万円（うち今期仕入計画分4,320百万円）の売上を見込んでおりましたが、高値による無

理な仕入は、更なる販売不振という二次災害の可能性が高いことから、仕入を取りやめました。 

 当社グループとしましては、このまま価格が高騰したリセール物件の仕入を行うより、事業期間が1.5年～2年と

長期であるものの、土地価格が下落し、建築費が割安になった新築マンション開発事業に注力することと致しまし

た。 

 リセール事業をいち早く開始し、前期の収益獲得には大きく寄与しましたが、同業他社の経営破綻等により不良

債権化した物件も少なくなっており、販売中の新築分譲マンション市場において品薄感のある現状は、事業用地の

絶好の仕入時期であると捉えております。 

リセール事業から新築マンション開発事業への切り換えにより、収益構造の谷間が今期に発生することとなり

ますが、今期をリストラクチャリングの期と位置付け、当社グループの事業の根幹である新築マンション開発事業

に資源を集中し、当社の強みであります企画力と販売力を活かし、来期以降の収益確保による成長を図ってまいり

ます。 

 開発事業は、開発期間における貸倒れリスクを懸念し、金融機関の融資は依然厳しい状況でありますが、当社グ

ループにおきましては、前期黒字決算であったこと、現在販売中物件の好調な進捗状況等を考慮していただき、金

融機関からの資金調達により、積極的に事業用地の仕入を行っております。 

 その結果、新築マンション開発事業については、来期売上計上予定物件について全ての仕入が完了しており、ま

た、今期引渡予定物件につきましても、下期引渡予定戸数に対して、平成21年12月31日現在94.5％の契約が完了し

ております。 

 今後は、仕入済物件について順次、着工及び販売を行い、金融機関からの資金調達とJV事業方式を併用しなが

ら、再来期以降の仕入についても引き続き積極的に行う予定であります。 

 また、戸建事業につきましては、順調に仕入が進捗しており、平成22年6月期通期において売上を見込んでいる

物件については、すでに仕入済であり、順調に販売が進捗している状況であります。 

  

以上の結果、当第2四半期連結累計期間における売上高3,120百万円（前年同期比57.3％減）、営業損失0百万円

（前年同期は営業利益12百万円）、経常損失58百万円（前年同期は経常損失210百万円）、四半期純損失は50百万

円（前年同期は四半期純損失403百万円）となりました。 

   

事業の種類別セグメントの業績は次の通りであります。 

なお、売上高の金額につきましては、セグメント間の内部売上高を含めて記載しております。 

  

［不動産分譲事業］ 

不動産分譲事業におきましては、マンション開発事業の自社ブランド「ウィルローズ」シリーズについて、

「ウィルローズ鴻巣」、「ウィルローズ池袋」、「ウィルローズ中村橋」、「ウィルローズ横浜伊勢町」、リセ

ール事業について、「フォーリア日本橋人形町」、「セントラルコート大和深見西」、「アスコットパーク両国

石原」、「フォーリアテラス千歳船橋」、「フォーリアコート千歳船橋」等、合計53戸の引渡しを行いました。 

また、戸建事業につきまして、「入間仏子プロジェクト」２棟の引渡を行いました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は1,912百万円（前年同期比24.1％減）、営業利益は２百万円（前年同期比

95.3％減）となりました。 

  

［不動産販売代理事業］ 

不動産販売代理事業におきましては、上記自社開発物件及び他社開発物件について販売代理を行い、東京都区

部で５物件、東京都市部で２物件、神奈川県下で１物件、埼玉県下で１物件、合計101戸の引渡し等を行いまし

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報



た。 

以上の結果、当セグメントの売上高は293百万円（前年同期比25.6％減）、営業利益は14百万円（前年同期比

31.9％増）となりました。 

  

［不動産ソリューション事業］ 

不動産ソリューション事業におきましては、デザイナーズ賃貸マンション「プレスタイル川崎」、「大山プロ

ジェクト」等の引渡しを行いました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は894百万円（前年同期比79.9％減）、営業利益は35百万円（前年同期比

71.4％減）となりました。 

  

［その他事業］ 

その他事業におきましては、分譲マンション管理業務が順調に推移しました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は92百万円（前年同期比6.7％増）、営業利益は36百万円（前年同期比

15.5％減）となりました。 

  

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、物件売却が進捗し、販売用不動産が1,924百万円減少し、また

新規仕入れにより仕掛販売用不動産が951百万円増加したことを主要因とし、前連結会計年度末と比較して935百

万円減少し、8,028百万円となりました。 

負債は、物件売却に伴う返済により、借入金が255百万円、買掛金が572百万円それぞれ減少したことを主要因

とし、前連結会計年度末と比較して874百万円減少し、6,376百万円となりました。 

純資産は、利益剰余金の取り崩しにより66百万円減少したことを主要因とし、前連結会計年度末と比較して61

百万円減少し、1,651百万円となりました。 

  

＜キャッシュ・フローの状況＞ 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ152百万円減少し、986百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は下記の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の減少973百万円、仕入

債務の減少572百万円を主な要因として、145百万円の収入（前年同期は2,296百万円の収入）となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、７百万円の収入（前年同期は10百

万円の収入）となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の純減少額78百万円、

長期借入金の純減少額177百万円、社債償還による支出48百万円を主な要因として、305百万円の支出（前年同期

は2,934百万円の支出）となりました。 

  

  

 当連結会計年度の業績予想につきましては、事業計画として、前期後半よりいち早く取組みを開始した新築マン

ション開発事業、今期より本格的に事業の取組みを開始した戸建事業、前期より継続するリセール事業（買取再販

事業）を行う予定でありました。 

しかし、リセール事業につきまして、競合他社の新規参入が相次ぎ、物件仕入時における他社との競合の激化

を招き、仕入価格が高騰している状況にあり、今期において仕入予定でありました4,320百万円（うち当第2四半期

連結累計期間計画分480百万円）の全ての仕入を取りやめました。 

このような状況を踏まえ、平成21年８月７日公表の業績予想につきまして修正することといたしました。  

その結果、通期の業績予想につきましては、売上高8,622百万円、営業利益437百万円、経常利益249百万円、当

期純利益は141百万円を見込んでおります。 

詳細につきましては、本日開示しました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。  

  

  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報



  該当事項はありません。  

  

  

 ①簡便な会計処理  

  （固定資産の減価償却費の算定方法） 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

 ②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

   該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。  

  

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,214,394 1,365,598

受取手形及び売掛金 659 2,178

販売用不動産 763,779 2,688,359

仕掛販売用不動産 4,783,340 3,831,502

貯蔵品 568 1,008

前払費用 328,824 178,232

その他 207,026 143,654

流動資産合計 7,298,593 8,210,534

固定資産   

有形固定資産 523,472 521,448

無形固定資産 15,833 18,152

投資その他の資産 190,214 213,179

固定資産合計 729,520 752,780

資産合計 8,028,114 8,963,315

負債の部   

流動負債   

買掛金 297,011 869,994

短期借入金 597,000 675,000

1年内返済予定の長期借入金 3,755,225 2,985,051

1年内償還予定の社債 100,000 96,000

未払金 42,690 136,024

未払法人税等 1,445 31,883

未払消費税等 52,355 －

前受金 348,335 231,230

賞与引当金 3,645 2,848

その他 68,254 107,592

流動負債合計 5,265,964 5,135,625

固定負債   

社債 － 52,000

長期借入金 1,093,988 2,041,354

その他 16,429 21,468

固定負債合計 1,110,417 2,114,822

負債合計 6,376,381 7,250,448



（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 286,288 286,288

資本剰余金 173,088 173,088

利益剰余金 1,192,149 1,258,311

株主資本合計 1,651,525 1,717,687

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △772 △476

為替換算調整勘定 △4,985 △4,344

評価・換算差額等合計 △5,757 △4,820

新株予約権 1,933 －

少数株主持分 4,031 －

純資産合計 1,651,732 1,712,867

負債純資産合計 8,028,114 8,963,315



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 7,309,290 3,120,536

売上原価 6,111,736 2,577,314

売上総利益 1,197,554 543,221

販売費及び一般管理費 1,185,240 543,432

営業利益又は営業損失（△） 12,313 △210

営業外収益   

受取利息 1,879 508

受取配当金 17 15

受取家賃 6,303 3

解約精算金 4,457 5,101

その他 26,700 21,613

営業外収益合計 39,358 27,240

営業外費用   

支払利息 151,224 76,558

解約違約金 91,920 －

その他 18,604 8,754

営業外費用合計 261,748 85,312

経常損失（△） △210,076 △58,282

特別利益   

持分変動利益 － 5,806

特別利益合計 － 5,806

特別損失   

たな卸資産評価損 129,401 －

投資有価証券評価損 6,032 －

ゴルフ会員権評価損 2,454 －

関係会社清算損 1,082 －

特別損失合計 138,971 －

税金等調整前四半期純損失（△） △349,048 △52,475

法人税、住民税及び事業税 550 586

法人税等調整額 53,567 △1,050

法人税等合計 54,118 △464

少数株主損失（△） － △1,161

四半期純損失（△） △403,166 △50,850



（第２四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 5,920,430 953,169

売上原価 4,965,579 806,885

売上総利益 954,850 146,283

販売費及び一般管理費 697,548 217,218

営業利益又は営業損失（△） 257,302 △70,935

営業外収益   

受取利息 83 287

受取配当金 17 15

受取家賃 2,780 －

解約精算金 3,377 1,745

その他 16,546 4,881

営業外収益合計 22,806 6,928

営業外費用   

支払利息 71,937 37,545

解約違約金 91,920 －

その他 14,170 7,766

営業外費用合計 178,027 45,312

経常利益又は経常損失（△） 102,080 △109,318

特別損失   

投資有価証券評価損 6,032 －

ゴルフ会員権評価損 2,454 －

特別損失合計 8,486 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

93,593 △109,318

法人税、住民税及び事業税 285 △12,764

法人税等調整額 108,834 △18,701

法人税等合計 109,119 △31,465

少数株主利益 － 1,748

四半期純損失（△） △15,525 △79,601



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △349,048 △52,475

関係会社清算損益（△は益） 1,082 －

賞与引当金の増減額（△は減少） － 797

持分変動損益（△は益） － △5,806

減価償却費 14,326 12,356

ゴルフ会員権評価損 2,454 －

持分法による投資損益（△は益） － 2,546

受取利息及び受取配当金 △1,897 △523

支払利息 151,224 76,558

為替差損益（△は益） 160 44

投資有価証券評価損益（△は益） 6,032 －

売上債権の増減額（△は増加） △29,065 1,519

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,702,892 973,182

前払費用の増減額（△は増加） △155,849 △155,084

長期前払費用の増減額（△は増加） 2,546 △1,398

仕入債務の増減額（△は減少） － △572,982

未払金の増減額（△は減少） 804,729 △93,333

未払消費税等の増減額（△は減少） △78,010 52,355

未払費用の増減額（△は減少） 79,478 △495

前受金の増減額（△は減少） 94,935 124,002

預り金の増減額（△は減少） △8,278 △48,458

その他の流動資産の増減額（△は増加） △229,635 △64,574

その他の流動負債の増減額（△は減少） △92,171 △7,371

小計 2,915,907 240,858

利息及び配当金の受取額 1,895 523

利息の支払額 △139,925 △66,957

法人税等の支払額 △481,076 △28,814

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,296,800 145,609

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 7,200 －

定期預金の預入による支出 △4,300 △5,700

有形固定資産の取得による支出 △5,610 △12,061

無形固定資産の取得による支出 △469 －

投資有価証券の取得による支出 － △3,710

投資有価証券の売却による収入 20,625 －

差入保証金の回収による収入 10,011 48,725

差入保証金の差入による支出 △15,856 △16,486

保険積立金の積立による支出 △670 △655

会員権の取得による支出 － △2,800

その他 － △10

投資活動によるキャッシュ・フロー 10,929 7,302



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年７月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

担保差入定期預金の預入による支出 △200,000 －

短期借入れによる収入 2,268,000 557,000

短期借入金の返済による支出 △2,812,473 △635,000

長期借入れによる収入 780,000 990,800

長期借入金の返済による支出 △2,850,977 △1,167,991

社債の償還による支出 △48,000 △48,000

配当金の支払額 △71,456 △15,312

新株予約権の発行による収入 － 1,933

少数株主からの払込みによる収入 － 11,000

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,934,907 △305,570

現金及び現金同等物に係る換算差額 △160 △44

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △627,338 △152,703

現金及び現金同等物の期首残高 1,601,366 1,139,197

現金及び現金同等物の四半期末残高 974,028 986,493



 該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年12月31日） 

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１．事業区分は売上集計区分によっております。 

２．各事業の主な内容 

(1）不動産分譲事業……………………新築マンション・戸建等の分譲、新築分譲マンションの買取再販（リセ

ール） 

(2）不動産販売代理事業………………新築マンション等の販売代理及び仲介 

(3）不動産ソリューション事業………収益用不動産の開発及び販売、リノベーションによるバリューアップ 

(4）その他事業…………………………マンションの管理業務、収益用不動産の賃貸、保険代理店業務等 

３．会計方針の変更 

前第２四半期連結累計期間 

 （棚卸資産の評価に関する会計基準）  

  第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用しております。これによる営業損益に与える影響はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
不動産分譲
事業 
（千円） 

不動産販売
代理事業 
（千円） 

不動産ソリ
ューション
事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                                          

(1）外部顧客に対する

売上高 
 2,517,585  253,587  4,455,404  82,713  7,309,290  －  7,309,290

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 －  141,267  －  4,420  145,687 (145,687)  －

計  2,517,585  394,855  4,455,404  87,134  7,454,978 (145,687)  7,309,290

営業利益  47,227  11,359  123,210  43,284  225,082 (212,768)  12,313

  
不動産分譲
事業 
（千円） 

不動産販売
代理事業 
（千円） 

不動産ソリ
ューション
事業 
（千円） 

その他事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社 
（千円） 

連結
（千円） 

売上高                                          

(1）外部顧客に対する

売上高 
 1,912,092  224,675  894,567  89,202  3,120,536  －  3,120,536

(2）セグメント間の内

部売上高又は振替

高 

 －  68,959  －  3,753  72,713 (72,713)  －

計  1,912,092  293,634  894,567  92,955  3,193,249 (72,713)  3,120,536

営業利益又は営業 

損失（△） 
 2,227  14,981  35,235  36,580  89,025 (89,235)  △210



  前第２四半期連結累計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年12月31日） 

   本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店はないため該当事項はありません。  

  当第２四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日）  

   本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店はないため該当事項はありません。 

  

  

  前第２四半期連結累計期間（自 平成20年７月１日 至 平成20年12月31日）  

   海外売上高がないため該当事項はありません。  

  当第２四半期連結累計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年12月31日）  

   海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



  該当事項はありません。 

  

  

６．その他の情報


	株式会社グローバル住販（3259）　平成22年6月期 第2四半期決算短信: 株式会社グローバル住販（3259）　平成22年6月期 第2四半期決算短信
	- 1 -: - 1 -
	- 2 -: - 2 -
	- 3 -: - 3 -
	- 4 -: - 4 -
	- 5 -: - 5 -
	- 6 -: - 6 -
	- 7 -: - 7 -
	- 8 -: - 8 -
	- 9 -: - 9 -
	- 10 -: - 10 -
	- 11 -: - 11 -
	- 12 -: - 12 -
	- 13 -: - 13 -
	- 14 -: - 14 -


